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　第 5 章では，第 2 章から第 4 章までの研究結
果を総括した。本研究の結果から，避難行動への
賛成度と受容度を高める要因として，飼い主で
は，環境省が同行避難を推奨していることを知ら
せることが重要であるほか，特定のペット観をも
つことの重要性が示された。具体的には，ペット
の命は人間と同等であり，人間がペットの生殺与
奪権をもつべきではないとする日本的ペット観を
持つこと，しかしペットが人間社会に適応できる
ようしつけなどを行うのは人間の責任であるとす
る欧米的ペット観を持つこと，そして人間とペッ
トは対等な存在であるとするペット観を持つこと
である。非飼い主については，ペットが周囲に迷
惑をかけるのではないかという懸念を低減するこ
とや，ペットを好きになることが重要であること
が示唆された。飼い主によるペット対策を促進す
る要因として，ペット仲間の多さが促進要因の一
つであった。災害対策には，ソーシャルサポート
源の多さやペットとの離れがたさが大きく関係し
ていた。また，ペットに対する知識量や，動物の
福祉の実践度も大きな影響を及ぼしていた。
　本研究から得られた知見による学術的貢献は，
まず，災害時におけるペットとの避難行動及び
ペット対策に対する肯定的態度を促進・抑制する
心理的要因の一端を明らかにしたことである。特
に，飼い主・非飼い主に共通の重要な要因（対等
な存在，ペット観）を明らかにしたことは，実際
の啓発活動を考える上でも意義が大きいと考え
る。次に，「ペット観」という漠然とした要因の
効果を明らかにしたことである。具体的には，日
本的－欧米的動物観の観点からペット観の概念を
明らかにし，避難行動に対する肯定的態度やペッ
ト対策の実行度に及ぼす影響を示した。本研究の
実践的貢献は，同行避難推奨の周知や啓発を図る
上で，ペット観が賛成度や受容度を高めることに
有用だと考えられる点である。このことは，ペッ
ト管理や災害時の避難行動において，元来備わっ
ている日本的で情緒的な感覚を活かす方法を考え
る一助となり得るだろう。課題として，ペット対
策に対する著しい抑制要因は見つからなかったこ
とである。今後は，これらの課題を踏まえ，大規
模災害でペットと同行避難した人や避難所等で
ペットとの同居を体験した人，行政や地方自治体
の動物救護担当や災害担当等に調査を行うこと
で，より詳しく検討することが期待される。
災害時におけるペットとの避難行動を規定する要因の検討
